
古
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期
の
仮
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碑
文
に
関
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る
一
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察

一

は
じ
め
に

古
琉
球
（
（
（

と
は
、
琉
球
王
国
が
成
立
し
て
か
ら
、
薩
摩
の
島
津
氏
に

よ
る
侵
入
を
受
け
る
一
六
〇
九
年
ま
で
の
期
間
を
さ
す
。
伊
波
普
猷

氏
の
著
作
『
古
琉
球
』
に
由
来
す
る
言
葉
で
あ
る
が
、
研
究
用
語
と

し
て
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
六
〇
九
年
か
ら
、
明
治
政
府

に
よ
る
琉
球
処
分
が
完
了
す
る
ま
で
（
一
八
七
九
年
）
の
期
間
は
、

近
世
琉
球
と
定
義
さ
れ
る
。

古
琉
球
期
に
お
け
る
国
内
資
料
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
、
国
王

か
ら
の
辞
令
を
記
し
た
辞
令
書
、
琉
球
各
地
か
ら
収
集
さ
れ
た
お
も

ろ
（
奄
美
・
沖
縄
諸
島
に
伝
わ
る
古
歌
謡
）
を
記
録
し
た
『
お
も
ろ

さ
う
し
』（
一
五
三
一
～
一
六
二
三
年
編
纂
）、
鐘
銘
や
碑
文
を
は
じ

め
と
す
る
金
石
文
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
古
琉
球
期
資
料
で

は
、
仮
名
文
字
が
多
用
さ
れ
る
。
言
語
学
的
な
側
面
か
ら
、
琉
球
に

お
け
る
文
字
の
使
用
に
つ
い
て
分
析
し
た
研
究
と
し
て
は
、
東
恩
納

千
鶴
子
氏
・
外
間
守
善
氏
な
ど
に
よ
る
成
果
が
代
表
的
で
あ
る（

（
（

。

古
琉
球
期
の
文
字
資
料
の
中
で
最
も
研
究
が
進
ん
で
い
る
の
は
、

文
学
・
言
語
学
な
ど
の
側
面
か
ら
幅
広
い
分
析
が
な
さ
れ
て
き
た
、

お
も
ろ
で
あ
ろ
う（

（
（

。
し
か
し
、「
お
も
ろ
語
」
の
総
語
彙
数
約
六
千

語
の
う
ち
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
未
詳
語
の
ま
ま
で
あ
り
、
現
在
も
完
全

な
解
読
に
は
至
っ
て
い
な
い（

（
（

。
古
語
や
方
言
、
特
有
の
言
葉
が
混
ざ

り
、
読
解
が
困
難
な
の
は
古
琉
球
期
仮
名
文
字
資
料
全
体
の
特
徴
で

あ
る
。

歴
史
学
的
な
研
究
の
材
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
の
は
、
主
に

辞
令
書
と
金
石
文
で
あ
る
。
中
で
も
、
辞
令
書
を
用
い
て
古
琉
球
の

古
琉
球
期
の
仮
名
碑
文
に
関
す
る
一
考
察

矢
　
野
　
美
沙
子
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二

政
治
・
社
会
構
造
に
迫
っ
た
高
良
倉
吉
氏
の
研
究
（
（
（

は
、
古
琉
球
研
究

の
大
き
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
高
良
氏
は
「
王
国
に
お

い
て
公
用
の
文
章
表
現
と
し
て
平
仮
名
が
多
用
さ
れ
定
着
し
て
い
た

状
況
を
疑
問
の
余
地
な
く
確
認
で
き
る（

（
（

」
と
述
べ
た
上
で
、
そ
の
理

由
を
「
平
仮
名
表
記
の
ほ
う
が
漢
文
表
記
に
比
べ
て
首
里
語
の
音
表

記
、
首
里
語
混
り
の
文
体
を
表
現
す
る
の
に
好
都
合
だ
っ
た（

（
（

」
た
め

と
指
摘
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
安
良
城
盛
昭
氏
も
、
ウ
チ
ナ
ー

グ
チ
は
中
国
語
よ
り
は
る
か
に
日
本
語
に
近
い
た
め
、
日
本
文
字
を

使
用
し
た
方
が
よ
り
正
確
に
表
現
で
き
る
、
と
述
べ
て
い
る（

（
（

。
明
や

朝
鮮
や
日
本
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
、
漢
文
を
公
用
に
用
い
る
の

が
一
般
的
で
あ
っ
た
当
時
の
東
ア
ジ
ア
社
会
に
お
い
て
、
琉
球
が
仮

名
を
用
い
た
の
は
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
琉
球
は
、
諸
外
国
と
や
り

取
り
す
る
外
交
文
書
に
お
い
て
は
漢
文
を
使
用
し
て
お
り
、
漢
文
を

作
成
・
運
用
す
る
能
力
を
有
し
て
い
た
の
は
確
か
だ
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
で
は
金
石
文
、
中
で
も
仮
名
碑
文
を
主
な
題
材
と
し
て
、
古
琉

球
期
に
お
け
る
仮
名
文
字
使
用
の
意
味
を
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

琉
球
に
お
け
る
碑
文
に
関
し
て
は
、
塚
田
清
策
氏
に
よ
っ
て
収
集

や
読
解
な
ど
の
包
括
的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る（

（
（

。
村
井
章
介
氏

は
、
碑
文
化
の
盛
行
は
中
国
文
化
の
直
接
的
影
響
で
あ
る
一
方
で
、

平
仮
名
主
体
で
作
成
さ
れ
る
も
の
が
多
い
こ
と
に
つ
い
て
、「
辞
令

書
や
オ
モ
ロ
と
も
ど
も
、
ヤ
マ
ト
文
化
の
系
列
に
連
な
る
側
面
を
も

つ
」
と
指
摘
し
、
古
琉
球
の
碑
は
「
す
ぐ
れ
て
境
界
的
な
存
在
」
と

位
置
づ
け
る（
（1
（

。
し
か
し
、
古
琉
球
碑
文
の
内
容
全
体
を
検
討
し
た
先

行
研
究
の
蓄
積
は
少
な
い
。
碑
文
の
内
容
は
、
役
人
の
職
制
や
祝
女

に
よ
る
祭
事
な
ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
を
論
じ
る
際
に
活
用
さ
れ
て
お

り
、
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
、
高
良
倉
吉
氏
に
よ
る
ヒ
キ
論
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る（
（1
（

。
そ
う
し
た
研
究
に
お
い
て
は
、
碑
文
の
一
部
分
が

引
用
さ
れ
、
分
析
さ
れ
る
。
碑
文
全
体
を
取
り
上
げ
、
逐
語
的
に
解

釈
を
施
し
、
記
さ
れ
た
内
容
を
総
体
と
し
て
分
析
す
る
研
究
は
、
近

年
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

碑
文
の
内
容
は
多
様
で
あ
る
が
、
多
く
は
国
王
の
功
績
を
顕
彰
し

た
り
、
建
造
物
の
完
成
を
記
念
し
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
王
の

指
示
で
事
業
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
、
役
人
や
民
衆
達
が
労
働
し
た
こ

と
、
宗
教
者
で
あ
る
祝
女
た
ち
が
国
王
の
長
久
や
国
の
安
全
を
祈
願

し
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
る
。
国
王
で
あ
る
中
山
王
と
、
政
治
的

側
面
か
ら
国
家
の
運
営
に
携
わ
る
役
人
、
宗
教
的
側
面
か
ら
国
家
を

守
護
す
る
祝
女
と
い
う
、
古
琉
球
社
会
を
構
成
す
る
三
つ
の
大
き
な

要
素
が
同
一
の
資
料
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
特
性
は
重
視
さ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
碑
文
内
容
を
詳
細
に
分
析
し
た
研
究
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

本
稿
第
一
章
で
は
、
仮
名
文
と
漢
文
の
両
方
を
用
い
て
作
成
さ
れ

た
碑
文
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
で
記
さ
れ
る
内
容
を

比
較
す
る
。
第
二
章
で
は
、
仮
名
碑
文
を
分
析
し
、
仮
名
を
用
い
て

記
さ
れ
る
内
容
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
第
三
章
で
、
古



古
琉
球
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仮
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碑
文
に
関
す
る
一
考
察

三

琉
球
期
琉
球
王
国
に
お
い
て
仮
名
文
字
が
表
象
す
る
世
界
に
迫
る
こ

と
を
目
指
す
。
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
古
琉
球
期
琉
球
王
国
は
独

立
し
、
政
治
・
外
交
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
六
世
紀
後
半
以

降
、
日
本
国
内
の
統
一
政
権
や
島
津
氏
が
、
よ
り
直
接
的
に
琉
球
に

干
渉
す
る
よ
う
に
な
る
。
明
確
な
支
配
・
被
支
配
関
係
に
は
至
ら
な

い
も
の
の
、
時
代
を
追
う
に
従
っ
て
、
古
琉
球
社
会
に
も
日
本
か
ら

の
影
響
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
本
稿
で
は
、
琉
球

王
国
独
自
の
社
会
構
造
の
分
析
を
試
み
る
た
め
、
可
能
な
限
り
古
い

用
例
を
用
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

第
一
章
　
仮
名
碑
文
と
漢
碑
文

第
一
節
　
漢
碑
文
の
検
討

【
表
1
】
は
、
古
琉
球
期
に
作
成
さ
れ
た
主
要
な
碑
文
の
一
覧
で

あ
る
。
現
在
確
認
で
き
る
碑
文
は
二
五
点
で
あ
り
、
そ
の
内
一
三
点

が
漢
文
、
五
点
が
仮
名
文
の
み
で
、
残
り
の
七
点
が
漢
文
・
仮
名

文
の
両
方
を
用
い
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
②「
小
禄
墓
石

棺
銘
」
は
石
棺
に
人
名
・
年
月
日
の
み
が
彫
ら
れ
た
も
の
で
、
情
報

量
が
極
め
て
少
な
く
、
今
回
は
検
討
の
対
象
と
し
な
い
。
ま
た
、
⑫

「
園
比
屋
御
嶽
の
額
」・
⑬「
国
王
頌
徳
碑
」・
㉕「
広
徳
寺
浦
添
親
方

塚
碑
」
は
、
冒
頭
の
一
文
に
仮
名
を
用
い
て
碑
文
の
趣
旨
を
説
明

し
、
二
文
目
以
降
に
漢
文
で
具
体
的
な
内
容
を
記
す
形
式
の
も
の
で

あ
り
、
仮
名
文
と
し
て
の
長
さ
は
短
い
。
そ
の
た
め
、
ま
と
ま
っ

た
長
さ
の
あ
る
仮
名
文
が
確
認
で
き
る
の
は
、
⑩「
玉
陵
の
碑
文
」・

⑭「
真
珠
湊
の
碑
文
」・
⑲「
か
た
の
は
な
の
碑
文
」・
㉑「
添
継
御
門

の
南
の
碑
文
」・
㉒「
や
ら
さ
も
り
く
す
く
の
碑
文
」・
㉔「
浦
添
城

の
前
の
碑
文
」
の
み
で
あ
る
。
作
成
年
代
と
し
て
は
、
尚
巴
志
の
時

代
に
一
点
が
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
全
て
第
二
尚
氏
王
統

時
代
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
尚
真
王
の
治
世
に
首
里
王
府
に
よ

る
統
治
シ
ス
テ
ム
が
安
定
し
、
中
央
集
権
的
支
配
体
制
が
構
築
さ
れ

つ
つ
あ
っ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（
（1
（

。
ま
た
、
十
五

世
紀
に
は
主
に
漢
文
で
碑
文
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
十
六
世
紀
に
入

る
と
仮
名
碑
文
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の

後
、
ヤ
マ
ト
か
ら
の
影
響
が
格
段
に
強
く
な
る
近
世
琉
球
期
に
お
い

て
は
、
碑
文
や
辞
令
書
の
用
字
は
漢
字
に
変
化
し
て
い
く（
（1
（

。

本
章
で
は
、
表
面
を
仮
名
文
・
裏
面
を
漢
文
で
記
し
た
「
か
た
の

は
な
の
碑
文
」（
一
五
四
三
年
）
を
取
り
上
げ
、
漢
文
で
は
何
が
記

さ
れ
、
仮
名
文
で
は
何
が
記
さ
れ
る
の
か
検
討
す
る
。
な
お
、
仮
名

文
・
漢
文
を
表
裏
に
用
い
た
よ
り
古
い
用
例
と
し
て
、
⑯
⑰
の
崇
元

寺
前
の
碑
文
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
門
前
で
の
下
馬
を
命
じ
る
短
文
で

あ
る
た
め
、
ま
と
ま
っ
た
文
章
量
の
あ
る
「
か
た
の
は
な
の
碑
文
」

を
用
い
る
。

首
里
に
は
、
弁
が
嶽
と
呼
ば
れ
る
丘
陵
が
あ
る
。
弁
が
嶽
は
国
王

の
祈
願
所
（
御う
た
き嶽
）
で
も
あ
り
、
久
高
島
・
斎せ
ー
ふ
ぁ
う
た
き

場
御
嶽
を
遙
拝
す
る
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四

碑名
制作年

表記 起草者
元号 国王 西暦

1 安国山樹華木碑 宣徳2 尚巴志 1427 漢文 安陽澹菴
2 小禄墓石棺銘 弘治7 尚真 1495 仮名
3 万歳嶺記 弘治10 尚真 1497 漢文 樗不村
4 官松嶺記 弘治10 尚真 1497 漢文 種桂（円覚寺）

5 円覚禅寺記�（荒神堂の南の碑文） 弘治10 尚真 1497 漢文 周雍（天界寺）

6 国王頌徳碑�（荒神堂の北の碑文） 弘治11 尚真 1498 漢文 程璉・鄭玖（正議太夫）、梁能・蔡賓
（長史）、陳義（通事）

7 円覚寺山門前の石橋欄干の銘 弘治11 尚真 1498 漢文 長史梁能・通事陳義
8 サシカヘシ松尾の碑文 弘治14 尚真 1501 漢文 種桂
9 円覚寺松尾の碑文 弘治14 尚真 1501 漢文 種桂
10 玉陵の碑文 弘治14 尚真 1501 仮名
11 百浦添欄干之銘 正徳4 尚真 1509 漢文
12 園比屋御嶽の額 正徳14 尚真 1519 仮名（一文）

13 国王頌徳碑�（石門の東の碑文） 嘉靖元 尚真 1522 仮名（一文）�漢文 仙岩（円覚寺）

14 真珠湊の碑文�（石門の西の碑文） 嘉靖元 尚真 1522 仮名 マカネタル・マウシカネ・タルカネ
モイ（三司官）

15 識名澤岻王舅墓の銘 嘉靖4 尚真 1525 漢文 瑞興（天王寺）

16 崇元寺の前東の碑文 嘉靖6 尚真 1527 漢文（表）�仮名（裏）

17 崇元寺の前西の碑文 嘉靖6 尚真 1527 漢文（表）�仮名（裏）
18 タカラクチ一翁寧公墓之碑文 嘉靖10 尚清 1539 漢文 奐龍雲（円覚寺）

19 かたのはなの碑文�（国王頌徳碑） 嘉靖22 尚清 1543 仮名（表）�漢文（裏）

〔表〕マフトカネ・イヌタルカネ・マ
イクサカネ（三司官）、マゴラ（奉行）�
〔裏〕檀渓（日本南禅寺・琉球円覚寺）

20 浜継御門の北の碑文 嘉靖25 尚清 1546 漢文
塩大良加禰・何毎太良・塩太郎加禰
（三司）、思五良・麻左介・麻太郎（奉
行）、檀渓（扶桑南禅寺・琉球円覚寺）

21 添継御門の南の碑文 嘉靖25 尚清 1546 仮名
シフタルカネ・タルカネ・シフタル
カネ（三司官）、マゴラ・マサカヒ・
マミチ（奉行）

22 やらさもりくすくの碑文 嘉靖33 尚清 1554 仮名 マイクサ・マトク・マウシ（三司
官）、マフトウ（奉行）

23 君誇の欄干の記 嘉靖41 尚元 1562 漢文 観鑑（円覚寺）

24 浦添城の前の碑文 万暦25 尚寧 1597 仮名（表）�漢文（裏）

〔表〕マゴラ・マウシ・マタル（三司
官）、マタル・マタル（奉行）�
〔裏〕思五郎・真牛金・太郎金（三司
官）、太郎金（大奉行）、太郎金（本奉
行）、菊隠（円覚寺）

25 広徳寺浦添親方塚碑 万暦25 尚寧 1597 仮名（一文）�漢文 孝女子

塚田清策『琉球国碑文記』（啓学出版、1970年）
沖縄県教育庁文化課編『金石文　歴史資料調査報告書5』（沖縄県教育委員会、1985年）より作成

【表１】古琉球期主要碑文一覧
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五

大
嶽
・
小
嶽
が
存
在
す
る
。「
か
た
の
は
な
の
碑
文
」
は
、
こ
の
弁

が
嶽
へ
の
参
道
を
整
備
し
た
国
王
尚
清
の
功
績
を
称
え
る
も
の
で
、

建
て
ら
れ
た
土
地
（
か
た
の
は
な
）
に
ち
な
ん
で
称
さ
れ
る
。
ま

ず
、
意
味
が
と
り
や
す
い
裏
面
の
漢
文
を
以
下
に
示
す
（
（1
（

。

大
琉
球
国
中
山
王
尚
清
、
自
従
／
舜
天
降
来
、
二
十
一
代
之
王

孫
、
天
賜
聖
号
、
為
天
下
王
、
自
然
神
聖
、
通
達
古
今
、
睿
智

聡
敏
、
視
徳
惟
明
、
生
知
法
、
或
一
似
華
勳
風
雨
、
晦
明
無
不

順
従
、
并
包
畜
養
、
無
異
細
麁
、
億
載
万
年
、
有
富
無
貧
、
太

平
之
期
、
適
当
今
辰
、
天
長
地
久
、
呼
万
歳
三
矣
、
爰
有
峨
々

高
峯
、
冠
于
諸
峯
、
号
冕
嶽
、
其
嶺
茂
樹
叢
生
、
其
枝
葉
婆
娑

然
、
類
翠
鳳
張
羽戈
、
是
乃
神
仙
来
賁
降
遊
之
霊
地
也
、
然
則
上

自
／
国
王
大
臣
公
卿
大
夫
、
下
至
道
俗
尊
卑
男
女
貴
賤
、
如
泰

山
北
斗
、
瞻
之
仰
之
、
晨
夕
肅
詣
、
瀝
丹
精
、
致
敬
信
、
或
献

花
、
或
焼
香
、
曰
福
、
曰
寿
、
曰
官
、
曰
禄
、
靡
願
而
不
成
、

莫
感
而
不
彰
矣
、
其
嶽
麓
有
高
低
屈
曲
長
路
、
旱
則
路
背
圮
折

而
跋
前
疐
後
、
衆
人
往
還
、
不
軽
利
、
馬
牛
駆
、
難
挙
蹄
、
雨

則
泥
濘
深
厚
、
而
蹐
天
跼
地
、
老
幼
来
復
、
不
自
由
、
燕
雀
語

如
笑
人
也
、
由
是
／
国
王
勅
教
公
卿
大
夫
大
臣
百
官
庶
人
等
甃

小
石
修
路
、
植
稚
松
蔭
涼
、
各
々
欽
奉
勅
宣
、
勠
力
同
心
、
穿

鑿
地
破
裂
石
、
分
得
林
栽
培
松
、
無
朝
無
暮
、
忙
経
始
之
、
豁

開
一
路
、
擲
下
千
金
、
路
無
凹
凸
、
無
狭
小
坦
平
也
、
松
鳴
涼

風
鳴
玉
琴
貞
秀
也
、
人
々
往
還
、
嬉
戯
遊
楽
無
極
也
、
其
文

曰
、
邦
畿
千
里
、
聖
躬
万
歳
、
甃
石
修
路
、
記
太
平
世
、
植
松

蔭
涼
、
仰
漢
武
帝
、
遠
天
大
願
、
比
海
弘
誓
、
琢
詞
斯
石
、
継

慶
末
裔
、

大
明
嘉
靖
二
十
二
年
龍
集
癸
卯
八
月
仲
浣
、
大
吉
日
建
立

　

日
本
南
禅
琉
球
円
覚
精
舎
釈
檀
渓
老
衲
全
叢
謹
撰

記
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
大
琉
球
国
中
山

王
尚
清
は
、
舜
天
（
初
代
国
王
）
か
ら
二
十
一
代
目
の
王
孫
に
し

て
、
天
か
ら
聖
号
を
賜
っ
て
天
下
王
と
な
っ
た
。
天
性
は
神
聖
に
し

て
、
古
今
の
こ
と
に
通
じ
、
叡
智
聡
敏
、
徳
が
あ
り
、
生
ま
れ
な
が

ら
に
法
を
知
り
、
華
が
風
雨
に
香
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
晦
明
順
従
な

ら
ざ
る
者
は
な
く
、
あ
わ
せ
て
畜
養
を
か
ね
、
細
粗
を
異
に
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
億
載
万
年
、
富
は
あ
り
貧
は
な
く
、
太
平
の
期
と

は
今
こ
の
時
で
あ
る
。
天
地
長
久
、
萬
歳
を
三
唱
す
る
。
こ
こ
に
、

峨
々
た
る
高
峯
が
あ
り
、
諸
峯
を
冠
し
て
弁
が
嶽
と
号
す
る
。
そ
の

嶺
に
は
樹
が
生
い
茂
り
、
枝
葉
は
乱
れ
て
、
緑
に
大
鳥
が
翼
を
張
っ

て
い
る
。
こ
れ
す
な
わ
ち
、
神
仙
が
や
っ
て
来
て
遊
ぶ
霊
地
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
国
王
・
大
臣
・
公
卿
・
大
夫
か
ら
土
地
の
男
女
ま

で
貴
賤
を
問
わ
ず
、
泰
山
北
斗
の
よ
う
に
こ
れ
を
仰
ぎ
見
て
、
朝
夕

謹
ん
で
丹
精
を
そ
そ
ぎ
、
敬
信
し
て
い
る
。
或
い
は
花
を
献
じ
、
或

い
は
香
を
焼
い
て
拝
む
。
福
・
寿
・
官
・
禄
、
願
っ
て
叶
わ
な
い
も

の
は
な
く
、
感
じ
て
あ
ら
わ
れ
な
い
も
の
は
な
い
。

弁
が
嶽
の
麓
に
は
、
高
低
・
屈
曲
の
あ
る
長
路
が
あ
る
。
日
照
り
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六

に
な
れ
ば
道
が
崩
れ
て
往
還
に
不
便
で
、
牛
馬
が
蹄
を
上
げ
る
の
が

難
し
い
。
雨
が
降
れ
ば
泥
濘
が
深
く
な
り
、
老
幼
の
往
来
が
自
由
に

で
き
な
く
な
る
。
燕
雀
が
人
を
笑
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
国
王
が
勅
命
し
、
公
卿
・
大
夫
・
大
臣
・
百
官
・
庶
人
ら
に

小
石
を
積
ん
で
道
を
修
復
さ
せ
、
松
を
植
え
て
木
陰
を
造
ら
せ
た
。

各
々
が
謹
ん
で
勅
命
を
奉
じ
、
力
を
尽
く
し
て
心
を
合
わ
せ
、
地
を

穿
ち
石
を
割
っ
て
、
林
を
作
っ
て
松
を
栽
培
し
た
。
朝
と
な
く
夜
と

な
く
忙
し
く
作
業
を
し
、
一
路
を
拓
い
た
。
千
金
を
費
や
し
、
道
に

は
凹
凸
や
狭
い
と
こ
ろ
は
な
く
、
平
ら
で
あ
る
。
松
が
涼
風
に
鳴

り
、
玉
琴
の
音
色
の
よ
う
で
秀
で
て
い
る
。
人
々
は
道
を
往
還
し
、

嬉
し
さ
に
戯
れ
て
、
遊
楽
す
る
こ
と
極
ま
り
な
い
。
そ
の
文
に
曰

く
、「
邦
畿
千
里
、
聖
躬
万
歳
、
石
を
甃
み
路
を
修
し
、
太
平
の
世

を
記
す
、
松
を
植
え
蔭
涼
し
、
漢
武
帝
を
仰
ぎ
、
遠
天
大
願
、
海
の

弘
誓
に
比
す
、
詞
を
斯
の
石
に
琢
り
、
慶
て
末
裔
に
継
ぐ
」
と
の
こ

と
で
あ
る
。

最
後
の
行
に
あ
る
通
り
、
こ
の
銘
文
を
起
草
し
た
の
は
、
京
都
南

禅
寺
か
ら
琉
球
円
覚
寺
に
や
っ
て
き
た
禅
僧
檀
渓
で
あ
っ
た
。
円
覚

寺
は
琉
球
に
お
け
る
臨
済
宗
の
総
本
山
で
、
第
二
尚
氏
王
統
の
菩
提

寺
で
も
あ
る
。【
表
1
】
を
参
照
す
る
と
、
禅
僧
が
漢
碑
文
の
起
草

者
と
な
っ
て
い
る
例
が
多
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
日
本
か
ら
渡
来

し
た
禅
僧
は
、
対
日
関
係
の
ブ
レ
イ
ン
と
し
て
、
外
交
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
大
内
政
弘
は
、

一
四
八
八
年
二
月
十
三
日
付
で
、「
琉
球
国
世よ
の
ぬ
し主」（
琉
球
国
王
）
と

「
天
開
寺
」（
天
界
寺
カ
）
に
宛
て
て
書
状
を
出
し
て
い
る（
（1
（

。
ま
た
、

一
五
二
七
年
に
大
内
義
興
が
遣
明
船
派
遣
の
特
権
に
つ
い
て
琉
球
側

に
述
べ
た
書
状
に
も
、
天
界
寺
の
名
前
が
確
認
で
き
る（
（1
（

。
天
界
寺

は
、
京
都
生
ま
れ
の
禅
僧
渓
隠
が
渡
琉
し
、
尚
泰
久
の
治
世
に
創
建

し
た
も
の
で
、
円
覚
寺
・
天
王
寺
と
と
も
に
琉
球
の
三
大
寺
院
に
数

え
ら
れ
る
。

対
日
外
交
の
窓
口
以
外
に
禅
僧
が
果
た
し
た
役
割
と
し
て
は
、
琉

球
国
内
に
お
け
る
仮
名
文
字
の
教
授
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
五
三
四
年

に
琉
球
に
渡
来
し
た
冊
封
使
陳
侃
は
冊
封
使
録
の
中
で
、
費
信
が
著

し
た
旅
行
記
『
星
槎
勝
覧
』
を
引
用
し
、
琉
球
の
文
字
学
習
に
つ
い

て
「
陪
臣
子
弟
与
凡
民
之
俊
秀
者
、
則
令
習
読
中
国
書
、
以
儲
他
日

長
史
・
通
事
之
用
、
其
余
、
但
従
倭
僧
学
書
番
字
而
已
」
と
述
べ
て

い
る
。
役
人
の
子
弟
と
、
庶
民
の
優
秀
な
者
は
中
国
書
（
漢
文
）
を

習
っ
て
、
長
史
・
通
事
の
役
に
備
え
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
者
は
和
僧

に
「
番
字
」（
仮
名
）
を
習
う
の
み
で
あ
っ
た
。

長
史
は
久
米
村
の
役
職
の
一
つ
で
、
朝
貢
使
節
と
と
も
に
北
京
ま

で
同
行
す
る
役
割
を
担
っ
た
。
通
事
は
通
訳
官
で
、
こ
ち
ら
も
久
米

村
の
役
職
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
漢
文
を
習
得
す
る
必
要
が
あ
る
の

は
主
と
し
て
久
米
村
人
で
あ
り
、
そ
の
他
多
く
の
王
府
役
人
や
民
衆

は
仮
名
を
用
い
て
い
た
こ
と
、
仮
名
を
教
え
る
の
は
「
倭
僧
」
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
日
本
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、
仮
名
を
教
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七

え
る
役
割
も
果
た
し
て
い
た
禅
僧
達
が
、
漢
碑
文
の
起
草
を
担
当
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

「
か
た
の
は
な
の
碑
文
」
を
要
約
す
れ
ば
、
国
王
尚
清
を
称
え
、

弁
が
嶽
と
は
何
か
を
説
明
し
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
道
が
荒
れ
て
険

し
い
た
め
、
勅
命
に
よ
り
道
造
り
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
、
人
々
が
力

を
合
わ
せ
て
道
を
作
っ
た
こ
と
、
造
営
の
後
の
民
衆
の
喜
び
な
ど
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
最
後
に
、「
其
文
曰
」
と
し
て
、
碑
文
の
内
容

を
ま
と
め
た
漢
詩
が
記
さ
れ
て
い
る
。
古
琉
球
期
に
お
い
て
は
、
国

王
の
主
導
に
よ
る
仏
教
の
受
け
入
れ
も
行
わ
れ
て
い
た（
（1
（

。「
か
た
の

は
な
の
碑
文
」
の
漢
文
で
は
、
弁
が
岳
に
は
「
神
仙
」
が
来
る
と
さ

れ
て
お
り
、
仏
は
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
人
々
の
熱
心
な
信
仰

の
様
子
を
描
写
す
る
な
ど
、
聖
地
と
し
て
の
重
要
性
は
強
調
す
る
も

の
の
、
仏
教
の
霊
地
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

国
王
の
命
を
受
け
て
道
造
り
を
行
っ
た
琉
球
の
人
々
に
つ
い
て
、

「
公
卿
・
大
夫
・
大
臣
・
百
官
・
庶
人
」
と
説
明
し
て
い
る
こ
と
も

指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第
二
節
　
仮
名
碑
文
の
特
徴

次
に
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
作
成
さ
れ
た
「
か
た
の
は
な
の
碑

文
」
表
面
の
仮
名
文
の
内
容
を
検
討
し
て
ゆ
く（
（1
（

。

首
里
天
の
御
ミ
事
を
か
ミ
申
、
み
ち
つ
く
り
、
ま
つ
う
へ
申

候
ひ
の
も
ん
／
大
り
う
き
う
国
中
山
王
尚
清
ハ
、
そ（

尊

惇

）

ん
と
ん

よ
り
こ
の
か
た
二
十
一
代
の
王
の
御
く
ら
ひ
を
つ
ぎ
め
し
よ

わ
ち
へ
、
天
よ
り
王
の
御
な
を
は
、
天
つ
ぎ
王
に
せ
と
、
さ
づ

け
め
し
よ
わ
ち
へ
、
御
い
わ
ひ
事
か
ぎ
り
な
し
、
王
が
な
し

ハ
、
む
ま
れ
な
が
ら
む
か
し
い
ま
の
事
を
さ
と
り
め
し
よ
わ
ち

へ
、
天
下
を
お
さ
め
め
し
よ
わ
る
事
、
む
か
し
も
ろ
こ
し
の
て

い
わ
う
、
ぎ
ょ
う
し
ゅ
ん
の
御
代
に
に
た
り
、
し
か
れ
ば
、
御

た
か
べ
め
し
よ
わ
る
も
り
あ
り
、
だ
い
り
よ
り
ひ
が
し
に
あ
た

り
て
、
べ（

弁

の

嶽

）

ん
の
た
け
と
い
ふ
、
こ
れ
ハ
／
き
こ
ゑ
大
き
み
、
き

ミ
〳
〵
、
か
ミ
ほ
と
け
の
御
あ
そ
び
め
し
よ
わ
る
と
こ
ろ
、
あ

め
ふ
る
時
ハ
、
ど
ろ
つ
ち
ふ
か
さ
あ
る
げ
に
、
国
王
の
御
ミ
事

に
、
ミ
ち
を
つ
く
り
、
ま
つ
を
う
へ
れ
と
の
御
ミ
事
を
を
が

ミ
、
く
に
〴
〵
の
あ
ん
じ
べ
、
あ
す
た
べ
、
大
や
く
も
い
た
、

里
主
べ
、
け
ら
へ
あ
く
か
べ
、
こ
こ
ろ
一
に
あ
わ
せ
、
ち
か
ら

を
そ
ろ
へ
、
い
し
を
は
め
、
ま
つ
を
う
へ
れ
ば
、
ミ
ち
ハ
き
よ

ら
く
、
ま
つ
ハ
す
ゞ
し
、
一
す
じ
の
ミ
ち
に
千
り
や
う
の
金

を
、
人
々
ミ
お
ぼ
げ
に
あ
ひ
申
候
、
さ
れ
ば
、
嘉
靖
二
十
二
年

ミ
つ
の
と
の
う
、
六
月
二
十
四
日
、
ひ
の
と
の
と
り
の
へ
に
、

き
こ
ゑ
大
き
み
、
き
ミ
〳
〵
の
を
れ
め
し
よ
わ
ち
へ
／
天
つ
ぎ

王
に
せ
の
あ
ん
じ
を
そ
ひ
が
な
し
、
ミ
御
ミ
つ
か
ひ
め
し
よ
わ

ち
へ
、
あ
ま
こ
、
あ
わ
し
め
し
よ
わ
ち
へ
、
御
ほ
こ
り
め
し
よ

わ
ち
や
事
、
お（

思

子

部

）

も
ひ
く
わ
べ
、
く
に
〴
〵
の
あ（
按
司
）

ん
じ
べ
、
あ
す

た
べ
、
大（
大
屋
子
も
い
）

や
く
も
い
た
、
里
主
べ
、
け（

家

来

赤

頭

）

ら
へ
あ
く
か
べ
、
そ
ろ
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八

て
ミ
は
い
を
が
ミ
申
候
、
お
ひ
人
、
わ
か
人
、
め
ど
も
、
わ
ら

べ
に
い
た
る
ま
で
、
よ
る
も
ひ
る
も
御
た
か
べ
し
申
候
、
ね
か

ひ
事
か
な
ひ
、
よ
ろ
こ
び
、
た
の
し
む
事
か
き
り
な
し

　

大
明
嘉
靖
二
十
二
年
、
ミ
つ
の
と
の
う
八
月
大
吉
日

　

�

世
あ
す
た
べ
三
人
／
大（
大
里
）

さ
と
の
大
や
く
も
い
、
ま
ふ
と
か
ね

／
き（
宜
寿
次
）

す
ゝ
の
大
や
く
も
い
、
い
ぬ
た
る
か
ね
／
ミ（
宮
平
）

や
平
の
大

や
く
も
い
、
ま
い
く
さ
か
ね

　

奉
行
一
人
／
花（

花

城

）

く
す
く
の
大
や
く
も
い
、
ま
五
ら

内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

大
琉
球
国
中
山
王
尚
清
は
、
尊そ
ん
と
ん惇
（
舜
天
の
別
名
）
か
ら
数
え
て

二
十
一
代
目
の
王
の
御
位
を
継
ぎ
、
天
よ
り
王
の
御
名
を
「
天て
ん
つ
ぎ
お
う

継
王

仁に

せ世
」
と
授
け
ら
れ
て
、
祝
い
ご
と
は
限
り
な
い
。「
王
が
な
し
」

は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
昔
今
の
事
を
悟
っ
て
お
り
、
治
世
は
昔
の

唐
土
の
帝
王
堯
・
舜
の
御
代
に
似
て
い
る
。「
か
な
し
」
は
、
愛
し

い
・
敬
愛
す
る
と
い
う
意
味
の
敬
称
接
尾
語
で
あ
る（
（1
（

。
内
裏
（
首

里
城
）
か
ら
東
に
、
弁
が
嶽
と
い
う
場
所
が
あ
り
、
そ
こ
は
聞
得

大
君
・
君
々
・
神
仏
が
お
遊
び
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
聞
得
大

君
は
、
琉
球
王
国
時
代
に
お
け
る
最
上
位
の
神
女
の
称
号
で
あ
り
、

君
々
も
祝
女
達
を
指
す
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
道
は
、
雨
が
降
る
と

き
は
泥
土
が
深
く
な
り
、
難
儀
で
あ
る
た
め
、
道
を
造
り
、
松
を
植

え
よ
と
の
国
王
の
「
お
た
か
べ
」
が
あ
っ
た
。
漢
字
に
す
る
と
「
お

崇
べ
」
で
、
祈
願
の
た
め
の
祝
詞
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る（
（2
（

。

勅
命
を
受
け
た
国
々
の
按
司
部
・
あ
す
た
べ
・
大
屋
子
も
い
達

（「
も
い
」
は
敬
称
接
尾
語
）・
里
主
部
・
家
来
赤
頭
は
心
を
一
つ
に

合
わ
せ
、
力
を
揃
え
、
石
を
は
め
松
を
植
え
た
。「
べ
（
部
）」
は
集

団
を
指
す
接
尾
語
で
あ
る（
（2
（

。
按
司
は
上
級
官
人
を
意
味
す
る
が
、
こ

こ
で
は
長
老
級
の
役
人
を
指
す
「
あ
す
た
べ
」
よ
り
も
前
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
王
家
に
つ
な
が
る
貴
族
を
指
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
大
屋
子
も
い
・
里
主
・
家
来
赤
頭
は
、
い
ず
れ
も
役

人
の
階
層
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
漢
碑
文
で
は
、
国
王
の
勅
命
を
受

け
た
の
は
「
公
卿
・
大
夫
・
大
臣
・
百
官
・
庶
人
等
」
と
さ
れ
て
お

り
、
按
司
部
＝
公
卿
、
あ
す
た
べ
＝
大
夫
、
大
屋
子
も
い
＝
大
臣
、

里
主
部
・
家
来
赤
頭
＝
百
官
、
と
い
う
よ
う
に
対
応
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
工
事
に
よ
り
、
道
は
清
ら
か
に
、
松
は
涼
し
く
な
っ
た
。
一

筋
の
道
に
千
両
の
金
を
費
や
し
、
人
々
は
「
み
お
ぼ
げ
」（
恩
賞
）

を
受
け
た
。
嘉
靖
二
十
二
年
六
月
二
四
日
、
聞
得
大
君
・
君
々
が
首

里
か
ら
下
っ
て
き
て
、
尚
清
王
の
お
使
い
を
な
さ
れ
、
目
と
目
を
見

合
わ
せ
、
誇
ら
し
さ
を
御
祝
い
さ
れ
た
。
こ
れ
を
、
思
子
部
（
国
王

の
子
供
た
ち（
（2
（

）
や
国
々
の
按
司
部
・
あ
す
た
べ
・
大
屋
子
も
い
達
・

里
主
部
・
家
来
赤
頭
に
至
る
ま
で
が
揃
っ
て
拝
ん
だ
。
老
若
男
女
が

夜
も
昼
も
お
祈
り
し
、
願
い
事
が
叶
い
、
喜
び
楽
し
む
こ
と
は
限
り

な
か
っ
た
。
最
後
に
、
完
成
の
年
月
日
と
作
成
者
名
が
記
さ
れ
る
。

漢
碑
文
で
は
最
後
に
漢
詩
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
に
は
そ
れ
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九

に
相
当
す
る
文
章
は
な
い
。

あ
く
ま
で
国
王
個
人
の
資
質
を
称
え
て
い
た
漢
碑
文
の
内
容
に
対

し
て
、
仮
名
文
で
は
、
尚
清
の
治
世
を
中
国
の
伝
説
的
な
皇
帝
で
あ

る
堯
・
舜
の
時
代
に
例
え
て
い
る
。
ま
た
、
国
王
の
願
意
に
よ
っ
て

工
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
人
々
が
懸
命
に
働
い
た
こ
と
、
恩
賞
が
与

え
ら
れ
た
こ
と
、
老
若
男
女
が
工
事
の
完
成
を
喜
ん
だ
こ
と
な
ど
が

記
さ
れ
、
為
政
者
と
し
て
の
尚
清
の
善
政
を
強
調
す
る
ニ
ュ
ア
ン
ス

が
看
取
さ
れ
る
。
ま
た
、
碑
文
の
設
立
日
は
漢
文
も
仮
名
文
も
同
様

に
嘉
靖
二
十
二
年
八
月
で
あ
る
が
、
仮
名
文
の
方
で
は
、
六
月
二
十

四
日
に
道
が
完
成
し
、
祝
女
や
人
々
が
揃
っ
て
祝
賀
が
な
さ
れ
た
こ

と
が
記
さ
れ
る
。
仮
名
碑
文
で
は
、
国
王
の
善
政
・
完
成
の
日
取
り

な
ど
、
対
内
的
に
重
要
と
な
る
情
報
を
重
視
し
て
伝
え
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

碑
文
の
作
成
者
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
こ
の
傾
向
は
確
認
で
き

る
。
起
草
者
の
み
が
記
さ
れ
て
い
た
漢
文
と
は
異
な
り
、
仮
名
文
で

は
当
時
の
為
政
者
と
工
事
の
責
任
者
が
並
ん
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
碑
文
を
作
成
し
た
の
は
、「
世
あ
す
た
べ
（
三
司
官
）」
で
あ
る
大

里
の
大
屋
子
も
い
（
マ
フ
ト
カ
ネ
）・
宜
寿
次
の
大
屋
子
も
い
（
イ

ヌ
タ
ル
カ
ネ
）・
宮
平
の
大
屋
子
も
い
（
マ
イ
ク
サ
カ
ネ
）、
及
び
奉

行
で
あ
る
花
城
の
大
屋
子
も
い
（
マ
ゴ
ラ
）
で
あ
る
。
三
司
官
は
王

府
の
中
核
を
担
う
最
高
官
職
で
あ
り
、
琉
球
人
が
任
じ
ら
れ
る
「
土

官
」
で
あ
っ
た（
（2
（

。
同
時
代
史
料
が
少
な
い
と
い
う
制
約
も
あ
り
、
こ

れ
ま
で
三
司
官
ら
の
人
物
比
定
や
人
名
表
記
の
方
法
に
関
す
る
分
析

は
十
分
に
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
近
世
琉
球
期
の
史

料
も
参
照
し
つ
つ
、
考
察
を
試
み
る
。

琉
球
人
の
名
前
は
、
童
ワ
ラ
ビ
ナ
ー
名
と
呼
ば
れ
る
種
類
の
名
前
で
記
さ
れ
て

い
る
。
童
名
は
戸
籍
上
の
名
前
と
は
異
な
る
称
呼
で
、
国
王
か
ら
一

般
民
衆
に
至
る
ま
で
付
け
ら
れ
る（
（2
（

。
役
人
達
の
肩
書
き
は
、「
○
○

の
大
屋
子
も
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
古
琉
球
期
に
お
い
て
は
、
い

ず
れ
か
の
土
地
に
里
主
所
を
与
え
ら
れ
る
と
、
そ
の
土
地
の
名
前
を

冠
し
て
、「
○
○
の
大
屋
子
も
い
」
と
名
乗
る
よ
う
に
な
り（
（2
（

、
辞
令

書
に
も
そ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
る
。
里
主
所
は
、
王
府
が
給
与
し
た

「
職
田
」（
給
地
）
の
古
琉
球
時
代
の
呼
称
で
あ
る（
（2
（

。
そ
の
た
め
、
三

司
官
た
ち
は
大
里
・
宜
寿
次
・
宮
平
に
、
奉
行
は
花
城
に
里
主
所
を

所
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
司
官
ら
の
名
前
は
〈
里
主
所
の

名
称
＋
位
階
名
（
大
屋
子
も
い
）〉
お
よ
び
童
名
で
記
さ
れ
て
い
た
。

「
大
屋
子
も
い
」「
里
主
部
」「
家
来
赤
頭
」
な
ど
は
、
古
琉
球
期
辞

令
書
に
頻
出
す
る
肩
書
き
で
あ
る
。

近
世
琉
球
期
に
編
纂
さ
れ
た
蔡
温
本
『
中
山
世
譜
』（
一
七
二
五

年
）
に
は
、
各
王
の
治
世
に
在
職
し
た
三
司
官
の
名
前
が
列
記
さ
れ

て
い
る
。
尚
清
王
時
代
の
該
当
部
分
か
ら
、
マ
フ
ト
カ
ネ
・
イ
ヌ
タ

ル
カ
ネ
・
マ
イ
ク
サ
カ
ネ
そ
れ
ぞ
れ
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
人

名
を
探
す
と
、「
麻
勃
都
」「
殷
達
留
」「
真
伊
久
佐
」
が
確
認
で
き

る
。「
麻
勃
都
」
に
つ
い
て
は
「
真
玉
法
司
、
亦
有
麻
勃
都
者
、
是



史
観
第
一
七
七
冊

一
〇

両
人
而
非
一
人
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。「
真
玉
法
司
」
が
役
職
名

だ
と
す
る
と
詳
細
は
不
明
だ
が
、「
麻
勃
都
」
と
い
う
名
前
は
同
じ

蔡
温
本
『
中
山
世
譜
』
の
中
で
は
、
尚
清
の
先
代
尚
真
王
時
代
の
法

司
（
三
司
官
）
と
し
て
し
か
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
尚
真
王

時
代
の
三
司
官
と
同
一
人
物
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
尚
真
王
の
項
を
見
て
も
、「
麻
勃
都
」

個
人
に
つ
い
て
は
「
裔
孫
不
存
」
と
い
う
情
報
し
か
記
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
こ
の
人
物
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。「
殷
達
留
」
は
、
文

字
通
り
に
読
め
ば
音
が
近
い
イ
ヌ
タ
ル
カ
ネ
に
相
当
す
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、「
任
職
返
職
年
月
不
詳
」
と
さ
れ
、
詳
し
く
は
分
か
ら
な

い
。「
真
伊
久
佐
」
は
、「
称
宮
平
大
屋
子
森
、
見
于
嘉
靖
二
十
二
年

癸
卯
嘉
田
之
花
碑
記
、
其
裔
孫
不
存
」
と
あ
り
、
宮
平
大
屋
子
も
い

と
し
て
か
た
の
は
な
の
碑
に
名
前
が
確
認
で
き
る
と
い
う
点
は
、
確

認
で
き
る
。
た
だ
し
、
彼
も
子
孫
不
在
と
さ
れ
て
い
る
。
奉
行
・
花

城
の
大
屋
子
も
い
に
つ
い
て
は
、
比
定
で
き
る
史
料
が
な
い
。

漢
碑
文
・
仮
名
碑
文
に
は
細
部
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同

一
の
内
容
を
記
し
て
い
る
た
め
、
表
裏
の
文
章
は
協
議
の
上
で
作
成

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
国
王
の
勅
命
を
受
け
た
対
象
が

「
公
卿
・
大
夫
・
大
臣
・
百
官
・
庶
人
等
」、
あ
る
い
は
「
国
々
の
按

司
部
・
あ
す
た
べ
・
大
屋
子
も
い
た
・
里
主
部
・
家
来
赤
頭
」
と
記

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
対
応
す
る
言
葉
で
あ
っ
て
も
、
使
用
さ
れ
る

名
詞
が
漢
語
・
琉
球
語
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
。
仮
名
文
に
は
、

国
王
の
勅
命
を
意
味
す
る
「
御
ミ
事
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
て
い

た
が
、
こ
れ
は
辞
令
書
に
も
必
ず
記
載
さ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
辞
令

書
は
、
首
里
王
府
が
発
給
す
る
公
的
な
文
書
で
あ
り
、
琉
球
国
内
に

お
い
て
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
は
、
仮
名
文
字
ベ
ー
ス
の
言

葉
で
あ
っ
た
こ
と
が
再
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
踏
み
込
め
ば
、
国
王

の
勅
命
を
正
確
に
記
す
た
め
、
仮
名
が
選
ば
れ
て
い
る
可
能
性
が
想

定
さ
れ
る
。

第
二
章
　
仮
名
文
字
に
よ
る
碑
文
の
検
討

第
一
節
　
仮
名
碑
文
に
お
け
る
人
名
表
記

本
章
で
は
、
仮
名
の
み
を
用
い
て
記
さ
れ
た
碑
文
の
内
容
を
検
討

す
る
。
仮
名
を
用
い
て
作
成
さ
れ
た
琉
球
最
古
の
碑
文
は
、「
玉
陵

の
碑
文
」
で
あ
る
。
第
二
尚
氏
王
統
の
陵
墓
で
あ
る
玉
陵
の
前
庭
に

一
五
〇
一
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
玉
陵
に
葬
ら
れ
る
べ
き
王
族

の
範
囲
を
示
し
て
い
る（
（2
（

。
以
下
に
、
碑
文
を
引
用
す
る
。

首
里
お
き
や
か
も
ひ
か
な
し
、
ま
あ
か
と
た
る
、
し
ょ
り
の

御
ミ
事
、
い
上
九
人
／
御
一
人
よ（

世

添

御

殿

）

そ
ひ
お
と
ん
の
大
あ
ん
し
、

お
き
や
か
／
御
一
人
き（

聞

得

大

君

）

こ
ゑ
大
き
み
の
あ
ん
し
、
お
と
ち
と

の
も
い
か
ね
／
御
一
人
さ（
佐
司
笠
）

す
か
さ
の
あ
ん
し
、
ま
な
へ
た
る

／
御
一
人
中（

中

城

）

く
す
く
の
あ
ん
し
、
ま
に
き
よ
た
る
／
御
一
人

み（

今

帰

仁

）

や
き
せ
ん
の
あ
ん
し
、
ま
も
た
い
か
ね
／
御
一
人
こ（
越
来
）

ゑ
く
の
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あ
ん
し
、
ま
さ
ふ
ろ
か
ね
／
御
一
人
き（
金
武
）んの
あ
ん
し
、
ま
さ
ふ

ろ
か
ね
／
御
一
人
と（

豊

見

城

）

よ
み
く
す
く
の
あ
ん
し
、
お
も
ひ
ふ
た
か

ね
／
こ
の
御
す
ゑ
は
、
千
年
万
年
に
い
た
る
ま
で
、
こ
の
と
こ

ろ
に
お
さ
ま
る
べ
し
、
も
し
の
ち
に
あ
ら
そ
ふ
人
あ
ら
ば
、
こ

の
す
み
見
る
べ
し
、
こ
の
か
き
つ
け
そ
む
く
人
あ
ら
ば
、
て
ん

に
あ
を
ぎ
、
ち
に
ふ
し
て
た
た
る
べ
し
／
大
明
弘
治
十
四
年
九

月
大
吉
日

ま
ず
、
こ
の
碑
文
の
内
容
が
国
王
尚
真
の
勅
命
で
あ
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
る
。
尚
円
王
妃
（
オ
キ
ヤ
カ
）・
尚
円
長
女
（
オ
ト
チ
ト

ノ
モ
イ
カ
ネ
）・
尚
真
長
女
（
マ
ナ
ヘ
タ
ル
）・
尚
清
（
尚
真
第
五

子
）・
尚
真
第
三
子
（
マ
モ
タ
イ
カ
ネ
）・
尚
真
第
四
子
（
マ
サ
フ
ロ

カ
ネ
）・
尚
真
第
六
子
（
マ
サ
フ
ロ
カ
ネ
）・
尚
真
第
七
子
（
オ
モ
ヒ

フ
タ
カ
ネ
）
の
名
前
が
列
挙
さ
れ
、
こ
れ
に
尚
真
を
加
え
た
九
人
の

子
孫
が
、
玉
陵
に
埋
葬
さ
れ
る
。
後
世
に
埋
葬
者
に
つ
い
て
そ
の
是

非
を
争
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ
の
碑
文
を
見
る
よ
う
に
、
と
記
し
て

い
る
。
王
族
の
名
前
は
、
童
名
を
用
い
て
仮
名
で
記
さ
れ
て
い
る
。

「
聞
得
大
君
」「
佐
司
笠
」
は
、
祝
女
の
役
職
名
で
あ
る
。
琉
球
に

お
い
て
は
、
女
性
の
兄
弟
（
自
ら
の
姉
妹
）
が
男
性
兄
弟
を
霊
的
に

守
護
す
る
と
い
う
お
な
り
神
信
仰
が
存
在
し
た
。
祝
女
は
、
そ
の
お

な
り
神
信
仰
と
深
く
結
節
し
た
存
在
で
あ
り
、
国
王
を
霊
的
に
守
護

す
る
王
族
の
女
性
が
、
祝
女
の
最
高
位
で
あ
る
聞
得
大
君
に
任
じ
ら

れ
た
。
オ
ト
チ
ト
ノ
モ
イ
カ
ネ
・
マ
ナ
ヘ
タ
ル
は
、
祝
女
と
し
て
の

肩
書
き
に
按
司
号
を
付
け
て
称
さ
れ
て
い
る
。
按
司
は
王
后
や
王
女

な
ど
、
女
性
に
も
用
い
ら
れ
る
称
号
で
あ
っ
た
。
他
の
人
々
は
、
居

住
す
る
土
地
（
尚
真
王
妃
オ
ギ
ヤ
カ
の
場
合
は
世
添
御
殿
）
に
按
司

号
を
付
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
先
述
し
た
三
司
官
の
場
合

と
同
様
に
、
給
地
と
按
司
号
を
あ
わ
せ
て
呼
称
す
る
シ
ス
テ
ム
に

則
っ
て
い
る
。

地
名
や
、「
世
添
御
殿
」「
佐
司
笠
」「
按
司
」
な
ど
は
漢
字
表
記

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
全
て
仮
名
を
用
い
て
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
尚
真
の
意
向
に
背
く
者
が
あ
ら

わ
れ
た
場
合
、「
こ
の
す
み
」
を
見
る
よ
う
に
と
書
か
れ
て
い
る
。

「
墨
」
は
「
墨
ぬ
文
字
」
な
ど
、
文
字
通
り
の
墨
の
意
味
と
し
て
用

い
ら
れ
る
ほ
か
、「
墨
習
ひ
」
な
ど
、
学
問
を
意
味
す
る
言
葉
と
し

て
も
用
い
ら
れ
る（
（2
（

。
こ
の
碑
文
の
内
容
か
ら
、
記
さ
れ
た
文
章
を

「
す
み
（
墨
）」
と
表
記
す
る
用
例
も
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

第
二
節
　
祝
女
に
よ
る
み
せ
ぜ
る

「
玉
陵
の
碑
文
」
に
次
い
で
古
い
仮
名
文
字
の
碑
文
は
、「
真
珠
湊

の
碑
文
」（
一
五
二
二
年
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
真
珠
道
・
真
珠
橋

を
建
造
し
た
際
の
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
、
本
来
は
真
珠
道
の
入
り

口
で
あ
っ
た
守
礼
門
裏
に
建
立
さ
れ
て
い
た
が
、
沖
縄
戦
で
破
壊
さ

れ
て
現
存
し
な
い（
（2
（

。

首
里
の
王
、
お
ぎ
や
か
も
い
が
な
し
天
の
ミ
御
ミ
事
に
、
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一
二

ま（

真

珠

湊

）

玉
ミ
な
と
の
ミ
ち
つ
く
り
、
は
し
わ
た
し
申
候
時
の
、
ひ
の

も
ん
、
嘉
靖
元
年
、
ミ
づ
の
へ
む
ま
の
と
し
、
四
月
九
日
、
き

の
と
の
と
り
の
へ
に
、
き
こ
ゑ
大
き
ミ
、
き
み
〳
〵
の
、
お
れ

め
し
よ
わ
ち
へ
、
ま
う
は
ら
い
の
時
に
、
御
せ
ゝ
る
た
ま
わ

り
申
候
、
と
よ
ミ
も
り
・
お（
奥
の
海
）

く
の
ミ
よ
、
く（

雲

子

泊

）

も
こ
と
ま
り
に

よ（

世

添

森

）

そ
い
も
り
、
ま（
真
珠
橋
）

玉
ば
し
、
く
に
の
ま
た
や
、
わ
た
し
よ
わ

ち
へ
、
つ
か
し
よ
わ
ち
へ
、
だ
し
き
ゃ
く
ぎ
つ
さ
し
よ
わ
ち

へ
、
あ
さ
か
が
ね
と
ど
め
わ
ち
へ
、
ミ
し
ま
よ
ね
ん
、
ミ
く
に

よ
ね
ん
、
て
て
、
御
ゆ
わ
い
め
し
よ
わ
ち
ゃ
事
、
千
人
の
さ
と

ぬ
し
べ
、
あ
く
か
べ
そ
ろ
て
御
は
い
、
お
が
ミ
申
候
、
こ
の
は

し
は
、
く
に
の
あ
ん
じ
・
げ
す
の
た
め
、
又
世
の
御
さ
う
ぜ

の
た
め
に
、
ね（

根

立

樋

川

）

だ
て
ひ
か
わ
、
又
と（

豊

見

城

）

よ
ミ
ぐ
す
く
、
此
ぐ
す

く
と
、
ミ
づ
の
か
く
ご
の
た
め
に
、
一
ば
ん
の
さ
と
ぬ
し
べ
・

あ
く
か
べ
・
は（
南
風
原
）

へ
ば
ら
・
し（

島

添

大

里

）

ま
お
そ
い
大
さ
と
・
ち（

知

念

）

へ
ね
ん
・

さ（
佐
敷
）

し
き
わ
、
ま
玉
ば
し
お
わ
た
り
、
下（

下

島

尻

）

し
ま
じ
り
と
も
に
、

か（

垣

花

）

き
の
は
な
ぢ
に
せ
い
ぞ
ろ
い
、
天
三
十
三
天
、
地
は
十
八
天

あ
か
め
た
て
ま
つ
り
候
て
、
三
百
人
そ
う
た
ち
、
は
し
く
や
う

の
御
ゆ
わ
い
申
候
、
此
す
ミ
の
こ
と
は
ハ
、
三
人
の
世
あ
す
た

べ
／
ま
か
ね
た
る
・
く（

国

頭

）

に
か
ミ
の
大
い
や
く
も
い
／
ま
う
し
か

ね
・
か（
河
内
）

う
ち
の
大
い
や
く
も
い
／
た
る
か
ね
も
い
・
た（
澤
岻
）

く
し
の

大
い
や
く
も
い

こ
の
碑
文
は
、
尚
真
王
の
勅
命
に
よ
り
、
真
珠
湊
に
道
を
造
り
、

橋
を
渡
し
た
と
き
の
も
の
で
あ
る
。
嘉
靖
元
年
（
一
五
二
二
）
四

月
九
日
の
「
毛
は
ら
い
」（
地
鎮
祭
）
の
際
、
聞
得
大
君
や
君
々
が

首
里
か
ら
下
り
、
み
せ
ぜ
る
を
賜
っ
た
。「
お
れ
」
は
、
首
里
か
ら

下
る
こ
と
で
あ
る
。
以
降
も
文
中
に
頻
出
す
る
「
め
し
よ
わ
ち
へ
」

は
、「
召
す
」
に
「
あ
る
」「
い
る
」
と
い
う
意
味
の
尊
敬
の
補
助
動

詞
「
お
は
る
」
が
付
い
た
形
（
召
し
お
は
る
）
で
、「
す
る
」
の
尊

敬
語
に
あ
た
る
。
み
せ
ぜ
る
は
祝
詞
の
一
種
で
、
神
々
が
人
々
に
告

げ
る
神
託
の
言
葉
で
あ
る
。

碑
文
の
中
に
は
、
み
せ
ぜ
る
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
（
傍

線
部
）。「
豊
見
森
・
奥
の
海
よ
、
雲
子
泊
に
世
添
森
、
真
珠
橋
は
国

の
ま
た
（
要
害
）
で
あ
る（
（3
（

、
渡
せ
、
築
け
、
だ
し
き
ゃ
釘
（
聖
木
ダ

シ
カ
で
作
っ
た
釘
）
を
突
き
刺
せ
、
ア
ザ
カ
・
ゲ
ン
（
神
女
の
採
り

物
で
あ
る
植
物
）
を
差
し
止
め
よ
、
島
の
豊
年
・
国
家
安
泰
（
を
願

う
）」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。「
て
て
」
は
、「
～
と
て
」
を
意
味
す

る
助
詞
で
あ
る
た
め
、
こ
の
直
前
ま
で
が
み
せ
ぜ
る
の
内
容
で
あ

る
。
本
文
が
碑
文
に
刻
ま
れ
る
こ
と
に
は
、
み
せ
ぜ
る
の
持
つ
呪
的

な
効
果
を
発
揮
す
る
意
味
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
祝
賀
の
際
に
は
、
多
数
の
里
主
部
・
赤
頭
が
揃
っ
て
御
拝
を

し
た
。
こ
の
橋
は
、
国
の
按
司
・
下
司
の
た
め
、
国
王
の
「
御
さ
う

ぜ
」（
思
し
召
し
）
の
た
め
、
根
立
樋
川
と
豊
見
城
の
水
の
格
護
の

た
め
に
造
ら
れ
た
。
一
番
の
里
主
部
・
赤
頭
、
南
風
原
・
島
尻
大

里
・
知
念
・
佐
敷
間
切
の
者
は
真
珠
橋
を
渡
り
、
下
島
尻
間
切
の
者



古
琉
球
期
の
仮
名
碑
文
に
関
す
る
一
考
察

一
三

と
と
も
に
垣
花
に
勢
揃
い
し
、
天
三
十
三
天
、
地
十
八
天
を
崇
め
奉

り
、
三
百
人
の
僧
達
が
橋
供
養
の
御
祝
い
を
し
た
。
首
里
王
府
に

は
、
諸
官
を
三
つ
の
日
番
に
編
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
番
が
三
交
代
で

出
仕
す
る
三
番
出
仕
制
度
と
い
う
勤
務
制
度
が
存
在
し
た
。「
一
番
」

は
、
こ
の
三
番
の
内
の
一
番
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
碑
文
の
内
容
か
ら
、
祝
女
に
よ
る
地
鎮
祭
だ
け
で
な
く
、
僧

侶
に
よ
る
祈
祷
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。「
崇
元
寺

の
前
東
の
碑
文
」（
一
五
二
七
年
）
及
び
「
崇
元
寺
の
前
西
の
碑
文
」

（
一
五
二
七
年
）
に
は
、「
但
官
員
人
等
至
此
下
馬
（
表
面
）
／
あ
ん

し
も
け
す
も
く
ま
に
て
む
ま
か
ら
お
れ
る
へ
し
（
裏
面
、
按
司
も
下

司
も
く
ま
に
て
馬
か
ら
下
れ
る
へ
し
）」
記
さ
れ
て
い
る
。
崇
元
寺

門
前
で
の
下
馬
を
、
琉
球
の
役
人
達
に
命
じ
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
古
琉
球
期
に
お
い
て
は
、
寺
社
に
相
応
の
敬
意
が
払
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
み
せ
ぜ
る
の
本
文
が
引
用
さ

れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
僧
達
が
天
を
祀
り
供
養
を
行
っ
た
と
い
う

表
現
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
古
琉
球
社
会
に

お
い
て
は
仏
教
思
想
よ
り
、
祝
女
に
象
徴
さ
れ
る
琉
球
固
有
の
信
仰

が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
碑
文
を
起
草
し
た
の
は
三
人
の
「
世
あ
す
た
べ
」

（
三
司
官
）
で
あ
る
国
頭
の
大
屋
子
も
い
（
マ
カ
ネ
タ
ル
）・
幸
地
の

大
屋
子
も
い
（
マ
ウ
シ
カ
ネ
）・
澤
岻
の
大
屋
子
も
い
（
タ
ル
カ
ネ

モ
イ
）
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
、
三
司
官
の
肩
書
き
は
〈
土
地
名
＋

大
屋
子
も
い
〉
で
、
名
前
は
童
名
で
記
さ
れ
て
い
る
。

他
の
仮
名
碑
文
で
あ
る
「
や
ら
さ
も
り
く
す
く
の
碑
文
」（
一
五

五
四
年
）・「
浦
添
城
の
前
の
碑
文
」（
一
五
九
七
年
）
に
お
い
て
も
、

碑
文
の
構
成
内
容
は
同
様
で
、
冒
頭
で
国
王
が
顕
彰
さ
れ
、
国
王
の

思
し
召
し
に
よ
っ
て
事
業
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
祝
女

に
よ
る
み
せ
ぜ
る
が
引
用
さ
れ
、
工
事
の
完
成
を
人
々
が
喜
び
、
僧

に
よ
る
祈
祷
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
み
せ
ぜ
る
が

引
用
さ
れ
る
こ
と
の
背
後
に
は
、
発
さ
れ
た
言
葉
を
正
確
に
記
す
こ

と
を
重
視
す
る
社
会
的
慣
習
が
う
か
が
わ
れ
る
。
祝
詞
が
文
中
に
織

り
込
ま
れ
る
こ
と
は
、
国
の
安
全
や
豊
年
を
願
う
た
め
の
呪
的
な
側

面
が
想
定
さ
れ
る
。
次
章
で
は
、
こ
う
し
た
内
容
を
仮
名
で
記
す
意

味
に
つ
い
て
、
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

第
三
章
　
仮
名
文
字
の
持
つ
意
味

第
一
節
　
国
王
の
対
内
的
権
威
の
表
象

本
章
で
は
、
首
里
城
を
取
り
巻
く
石
垣
の
一
部
が
整
備
さ
れ
た
こ

と
を
記
し
た
「
添
継
御
門
の
南
の
碑
文
」（
一
五
四
六
年
）
を
見
て

い
く（
（3
（

。「
か
た
の
は
な
の
碑
文
」
の
よ
う
に
、
表
裏
に
彫
ら
れ
て
い

る
訳
で
は
な
い
が
、「
添
継
御
門
の
南
の
碑
文
」
に
は
ほ
ぼ
同
一
の

内
容
を
漢
文
で
記
し
た
「
添
継
御
門
の
北
の
碑
文
」（
一
五
四
六
年
）

が
あ
る
。
以
下
は
、「
添
継
御
門
の
南
の
碑
文
」
で
あ
る
。
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一
四

首
里
の
王
、
天
つ
き
王
、
に
せ
の
あ
ん
し
お
そ
い
か
な
し
天
の

ミ
御
ミ
事
に
、
す
ゑ
つ
ぎ
の
御
ち
ゃ
う
御
石
か
き
、
つ
み
申
候

時
の
ひ
の
も
ん
／
首
里
天
つ
き
の
あ
ん
し
お
そ
い
か
な
し
天
の

ミ
御
ミ
事
、
御
く
す
く
の
御
石
か
き
、
き
よ
ら
さ
、
ち
よ
さ
あ

れ
と
も
、
御
く
す
く
の
こ
し
あ
て
、
は（

南

風

表

）

へ
お
も
て
の
、
ひ
と
へ

に
あ
り
た
る
け
に
、
首
里
の
御
世
の
御
さ
う
せ
め
し
よ
わ
ち

へ
、
御
石
か
き
つ
ま
せ
て
て
、
ミ
御
ミ
事
を
か
ミ
候
て
、
く

に
〳
〵
の
あ
ん
し
へ
、
ミ
は
ん
の
大
や
く
も
い
た
、
里
ぬ
し

へ
、
け
ら
へ
あ
く
か
へ
、
こ
く
よ
り
上
下
、
又
お（
奥
渡
）

く
と
よ
り

上
、
ミ（
宮
古
）

や
こ
、
や（
八
重
山
）

へ
ま
の
お
ゑ
か
人
、
大
小
の
人
々
そ
ろ
て
、

御
石
か
き
つ
み
申
候
、
御
石
か
き
の
ね
た
て
の
ふ
か
さ
ハ
二
ひ

ろ
、
あ
つ
さ
ハ
五
ひ
ろ
、
た
け
ハ
十
ひ
ろ
、
な
け
ハ
二
百
三
十

ひ
ろ
に
つ
み
見
ち
へ
て
、
御
く
う
と
も
の
け
ら
へ
申
候
、
嘉
靖

二
十
五
年
ひ
の
へ
む
ま
の
年
八
月
一
日
ミ
つ
の
と
の
と
り
の

へ
に
／
き
こ
ゑ
大
き
み
、
き
ミ
〳
〵
の
を
れ
め
し
よ
わ
ち
へ
、

ま
う
は
ら
へ
の
時
に
御
せ
ゝ
る
御
た
ふ
ひ
め
し
よ
わ
ち
へ
、

首（
首
里
森
）

里
も
り
、
ま（

真

珠

森

）

た
ま
も
り
、
け
ら
へ
て
、
く
も
こ
た
け
、
世
つ

き
た
け
、
お
り
あ
け
わ
ち
へ
、
つ
み
あ
け
わ
ち
へ
、
世
の
こ
し

あ
て
、
あ
を
り
や
た
け
、
お
り
あ
け
わ
ち
へ
、
つ
ミ
あ
け
わ
ち

へ
、
す
ゑ
つ
き
の
ミ
物
、
い
ち
や
ち
や
、
け
ら
へ
わ
ち
へ
、
御

ゆ
わ
い
め
し
よ
わ
ち
へ
、
御
お
も
ろ
、
御
た
ふ
い
め
し
よ
わ
ち

や
事
、
お
も
ひ
く
わ
へ
、
く
に
〳
〵
の
あ
ん
じ
へ
、
大
や
く
も

い
た
、
里
主
べ
、
け
ら
へ
あ
く
か
へ
、
こ
く
よ
り
上
下
、
お
く

と
よ
り
上
、
ミ
や
こ
や
へ
ま
の
お
ゑ
か
人
、
し
ま
と
も
に
、
ミ

は
い
を
か
み
申
候
、
又
九
月
三
日
、
ひ
の
と
の
ミ
の
へ
に
、
に

る
や
の
大
ぬ
し
、
き
み
〳
〵
の
御
の
ふ
り
め
し
よ
わ
ち
へ
、
首

里
天
つ
き
の
あ
ん
し
お
そ
ひ
か
な
し
、
ミ
御
ミ
つ
か
井
、
め
し

よ
わ
ち
へ
、
御
ゆ
わ
ひ
め
し
よ
わ
ち
へ
、
御
お
も
ろ
御
た
ふ
い

め
し
よ
わ
ち
ゃ
事
、
そ
ろ
て
、
ミ
は
い
お
か
み
申
候
、
又
ち
や

う
ら
ら
、
そ
う
た
ち
そ
ろ
て
、
御
石
か
き
の
御
く
や
う
の
御
ゆ

わ
ひ
申
候
、
こ
の
御
石
か
き
つ
み
申
候
あ
ひ
た
ハ
、
日
々
の
ミ

御
ふ
け
ハ
か
す
し
ら
す
、
月
々
に
お
ゑ
か
を
か
み
申
候
、
み
は

い
ハ
／
首
里
天
つ
き
の
あ
ん
し
お
そ
ひ
か
な
し
天
の
、
と
も
ゝ

と
、
と
ひ
や
く
さ
と
、
ミ
は
い
を
か
み
申
候
、

　

�

嘉
靖
二
十
五
年
ひ
の
へ
む
ま
十
二
月
三
十
日
に
、
し
る
し
申

候
、

　

�

世
あ
す
た
へ
三
人
／
か（
我
那
覇
）

な
は
の
大
や
く
も
い
、
し
ふ
た
る
か

ね
／
か（
河
内
）

う
ち
の
大
や
く
も
い
、
た
る
か
ね
／
く（

国

頭

）

に
か
み
の
大

や
く
も
い
、
し
ふ
た
る
か
ね

　

�

奉
行
三
人
／
し（
謝
名
）

や
な
の
里
主
、
ま
五
ら
／
花（

花

城

）

く
す
く
の
里

主
、
ま
さ
か
ひ
／
ま（
摩
文
仁
）

ふ
に
の
里
主
、
ま
ひ
ち

尚
清
（
首
里
の
王
、
天
継
王
、
仁
世
の
按
司
襲
い
か
な
し
天
）
の

勅
命
に
よ
り
、
首
里
城
の
石
垣
を
積
ん
だ
と
き
の
碑
文
で
あ
る
。
首

里
城
の
石
垣
は
美
し
く
、
強
い
が
、
城
の
腰
当
て
（
拠
り
所
）
で
あ
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一
五

る
南
風
表
の
石
垣
は
一
重
で
あ
る
。
尚
清
王
の
思
し
召
し
に
よ
り
、

石
垣
を
積
ま
せ
よ
と
の
勅
命
が
あ
っ
た
。
そ
の
勅
命
を
拝
み
、
国
々

の
按
司
部
・
三
番
の
大
屋
子
も
い
達
・
里
主
部
・
家
来
赤
頭
・「
こ

く
」
よ
り
上
下
、
ま
た
奥
渡
よ
り
上
、
宮
古
・
八
重
山
の
オ
エ
カ

人
、
大
小
の
人
々
が
揃
っ
て
石
垣
を
積
ん
だ
。
国
々
の
按
司
部
・
里

主
部
・
家
来
赤
頭
は
、
先
述
し
た
碑
文
に
も
登
場
し
た
。
三
番
は
、

三
番
出
仕
制
度
に
組
み
込
ま
れ
た
首
里
王
府
の
役
人
た
ち
を
指
す
と

考
え
ら
れ
る
。

「
こ
く
よ
り
上
下
」
は
未
詳
で
あ
る
が
、
奥
渡
は
沖
の
海
の
意
味

で
あ
り
、「
奥
渡
よ
り
上
」
で
沖
縄
本
島
よ
り
北
方
の
島
々
を
指
す
。

さ
ら
に
宮
古
・
八
重
山
か
ら
も
人
が
集
ま
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
同
じ
尚
清
の
勅
命
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
弁
が
嶽
の
道
整
備
と
比

べ
る
と
、
首
里
王
府
の
版
図
に
あ
る
全
地
域
か
ら
、
人
が
動
員
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
国
王
の
居
城
で
あ
る
首
里
城
の
石
垣
の
普

請
で
あ
る
た
め
、
国
王
の
権
威
と
支
配
力
を
可
視
的
に
示
す
た
め
に

も
、
周
縁
地
域
を
含
め
た
琉
球
王
国
全
体
か
ら
労
働
力
が
集
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
奄
美
大
島
地
方
は
、
第
一
尚
氏
王
統
時
代
に
首

里
王
府
の
版
図
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
石
垣
島
・
宮
古
島
地
方

が
王
府
の
支
配
下
に
入
っ
た
の
は
、
オ
ヤ
ケ
・
ア
カ
ハ
チ
の
乱
が
平

定
さ
れ
た
一
五
〇
〇
年
以
降
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
尚
真
の
事
績

を
顕
彰
す
る
「
百
浦
添
欄
干
之
銘
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

石
垣
の
根
立
の
深
さ
は
二
尋
、
厚
さ
は
五
尋
、
高
さ
は
十
尋
、
長

さ
は
二
百
三
十
尋
に
渡
る
。
嘉
靖
二
十
五
年
（
一
五
四
六
）
八
月
一

日
に
聞
得
大
君
・
君
々
が
お
出
で
に
な
り
、
毛
払
い
（
地
鎮
祭
）
の

際
に
み
せ
ぜ
る
を
賜
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、「
首
里
森
・
真
珠
森
を

築
い
て
、
雲
子
嶽
・
世
継
嶽
を
織
り
上
げ
て
、
積
み
上
げ
て
、
世
の

腰
当
て
で
あ
る
あ
お
り
や
た
け
を
織
り
上
げ
て
、
積
み
上
げ
た
。
美

し
い
石
垣
を
築
い
た
こ
と
を
御
祝
い
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

一
同
は
揃
っ
て
拝
み
、
長
老
達
・
僧
達
が
揃
っ
て
石
垣
の
供
養
の

た
め
の
御
祝
い
を
し
た
。
石
垣
を
積
ん
で
い
る
間
、
日
々
の
褒
美
は

数
知
れ
ず
、
オ
エ
カ
た
ち
は
尚
清
の
治
世
が
長
く
続
く
こ
と
を
拝
ん

だ
。
嘉
靖
二
十
五
年
十
二
月
二
十
日
に
こ
れ
を
記
す
。
作
成
者
は
、

三
司
官
で
あ
る
我
那
覇
の
大
屋
子
も
い
（
シ
フ
タ
ル
カ
ネ
）・
河
内

の
大
屋
子
も
い
（
タ
ル
カ
ネ
）・
国
頭
の
大
屋
子
も
い
（
シ
フ
タ
ル

カ
ネ
）、
奉
行
で
あ
る
謝
名
の
里
主
（
マ
ゴ
ラ
）・
花
城
の
里
主
（
マ

サ
カ
ヒ
）・
摩
文
仁
の
里
主
（
マ
ヒ
チ
）
で
あ
る
。

国
王
の
勅
命
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
、
み
せ
ぜ
る
を
引
用
す

る
、
僧
達
に
よ
る
祝
賀
の
供
養
に
言
及
す
る
な
ど
、
文
章
の
組
み
立

て
方
は
他
の
碑
文
と
共
通
し
て
い
る
。

第
二
節
　
仮
名
表
記
と
漢
語

第
一
節
で
検
討
し
た
「
添
継
御
門
の
南
の
碑
文
」
と
対
応
す
る

「
添
継
御
門
北
の
碑
文
」
は
、
漢
文
で
作
成
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は

同
様
で
、
道
の
往
来
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
国
王
の
「
綸
旨
」
に



史
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六

よ
っ
て
石
垣
作
り
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
、
老
若
男
女
が
工
事
の
完
成

を
喜
ん
で
い
る
様
子
、
嘉
靖
二
十
五
年
の
八
月
吉
日
に
石
碑
が
建
立

さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
る
。
石
碑
の
完
成
は
、「
添
継
御
門
の

北
の
碑
文
」
の
方
が
早
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
一
方
で
、
異
な
る
点
も
確
認
で
き
る
。
ま
ず
、
工
事
の
際
に

国
王
の
子
供
や
役
人
達
の
ほ
か
、「
百
姓
凡
民
」
が
「
不
労
遠
近
」

（
遠
近
を
い
と
わ
ず
）、
寒
暑
を
い
と
わ
ず
、
昼
夜
な
く
働
い
た
こ
と

は
記
さ
れ
る
も
の
の
、
労
働
力
が
動
員
さ
れ
た
範
囲
は
具
体
的
に
は

示
さ
れ
な
い
。
仮
名
文
で
は
、
石
垣
島
・
宮
古
島
や
北
の
周
縁
地
域

か
ら
も
労
働
力
が
集
ま
っ
た
こ
と
が
具
体
的
に
記
さ
れ
、
国
王
の
対

内
的
な
影
響
力
・
権
威
の
強
さ
を
強
調
す
る
文
章
に
な
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
碑
文
の
作
成
者
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（
（3
（

。

　
　
　

賀
那
巴
大
臣
塩
大
良
加
禰　
　
　
　

奢
那
主
司
思
五
良

三
司　

河
内
大
臣
何
毎
太
良　
　
　

奉
行　

花
城
主
司
麻
左
介

　
　
　

国
上
大
臣
塩
太
郎
加
禰　
　
　
　
　
麻
勃
尼
主
司
麻
太
郎

扶
桑
南
禅
・
球
陽
円
覚
檀
渓
老
衲
全
叢
、
謹
記
之

起
草
を
し
た
の
は
、
京
都
五
山
の
南
禅
寺
・
琉
球
の
円
覚
寺
の

僧
侶
で
あ
る
檀
渓
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
仮
名
碑
文
と
同
じ
く
三
司

官
と
奉
行
た
ち
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、〈
シ
フ

タ
ル
カ
ネ
＝
塩
大
良
加
禰
〉〈
が
な
は
＝
賀
那
巴
〉
の
よ
う
に
、
人

名
・
地
名
が
漢
字
表
記
に
切
り
か
え
ら
れ
て
い
る
。
注
目
し
た
い
の

は
、
三
司
官
の
「
大
屋
子
も
い
」
と
「
大
臣
」、
奉
行
の
「
里
主
」

と
「
主
司
」
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大
臣
や
主
司
は
漢
語

で
あ
る
が
、
仮
名
文
字
の
碑
文
の
中
で
も
「
里
主
」
は
漢
字
表
記
さ

れ
て
い
る
た
め
、
漢
文
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
敢
え
て
主
司
と
い

う
語
を
選
び
直
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
仮
名
文
字
で
記
す
と
き
の

ル
ー
ル
と
、
漢
文
で
記
す
と
き
の
ル
ー
ル
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

仮
名
書
き
の
碑
文
は
、
禅
僧
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
漢
文
と
は
異

な
り
、
三
司
官
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
た
。
み
せ
ぜ
る
の
内
容
は
、

仮
名
を
用
い
て
全
体
が
引
用
さ
れ
る
一
方
で
僧
侶
た
ち
に
よ
る
儀
式

が
行
わ
れ
た
こ
と
は
記
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
詳
細
は
語
ら
れ
ず
、

祝
女
た
ち
の
祈
り
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
と
は
異
な
る
。

古
琉
球
期
に
お
い
て
、
国
家
的
な
祭
祀
に
仏
教
が
取
り
入
れ
ら

れ
、
国
に
よ
る
保
護
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
宗
教

的
拠
り
所
と
し
て
果
た
す
役
割
は
、
祝
女
組
織
の
果
た
す
そ
れ
と
比

べ
る
と
圧
倒
的
に
低
い
こ
と
が
分
か
る
。
祝
女
は
王
府
か
ら
発
給
さ

れ
る
辞
令
書
に
よ
っ
て
職
や
任
地
を
定
め
ら
れ
る
が
、
禅
僧
達
は
辞

令
書
を
発
給
さ
れ
る
対
象
で
は
な
か
っ
た
。
禅
僧
は
対
日
関
係
の
ブ

レ
イ
ン
と
し
て
外
交
に
大
き
く
寄
与
し
、
王
家
の
菩
提
寺
が
建
立
さ

れ
る
な
ど
、
強
い
影
響
力
を
持
つ
一
方
で
、
国
家
に
よ
っ
て
任
命
・

統
制
さ
れ
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
国
王
を
支
え
、

国
王
が
統
制
す
る
国
家
的
機
構
の
内
部
に
、
仏
教
信
仰
は
組
み
入
れ

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
禅
僧
に
よ
る
漢
文
よ
り
も
、
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仮
名
文
で
記
さ
れ
た
内
容
の
方
が
、
国
家
機
構
と
の
関
わ
り
が
深

か
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
首
里
語
を
表
記
し
や
す
い
か
ら
仮
名
を

用
い
る
と
い
う
よ
り
、
国
王
の
勅
命
や
み
せ
ぜ
る
に
代
表
さ
れ
る
首

里
語
を
そ
の
ま
ま
記
す
こ
と
に
意
味
が
あ
る
た
め
、
仮
名
文
字
を
選

択
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
古
琉
球
期
に
お
け
る
仮
名
碑
文
に
つ
い
て
考
察
を

行
っ
て
き
た
。

古
琉
球
期
作
成
の
碑
文
に
は
、
漢
文
と
仮
名
文
が
存
在
す
る
。
仮

名
碑
文
に
は
、「
首
里
の
御
み
事
」
と
い
う
文
言
の
ほ
か
、
祝
女
に

よ
る
み
せ
ぜ
る
が
仮
名
で
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

作
成
者
と
し
て
は
、
三
司
官
・
奉
行
な
ど
、
琉
球
人
の
名
前
が
あ
げ

ら
れ
る
。
古
琉
球
期
の
同
時
代
史
料
で
あ
る
辞
令
書
も
、「
し
よ
り

の
御
ミ
事
」
と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
り
、
発
給
対
象
者
も
「
た
ま

く
す
く
の
大
や
こ
（
玉
城
の
大
屋
子
（
（3
（

）」・「
し
も
ち
の
大
し
よ
り
の

大
や
こ
（
下
地
の
大
首
里
の
大
屋
子
（
（3
（

）」
の
よ
う
に
〈
与
え
ら
れ
た

土
地
の
名
＋
位
階
名
（
大
屋
子
も
い
）〉
と
い
う
形
で
表
記
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
名
前
そ
の
も
の
は
、
仮
名
を
用
い
て
童
名
で
表
記
さ
れ

る
。
一
方
漢
碑
文
は
、
禅
僧
の
手
に
な
る
も
の
が
多
い
。
古
琉
球
に

お
け
る
禅
僧
は
対
日
関
係
の
ブ
レ
イ
ン
と
し
て
働
く
ほ
か
、
仮
名
文

字
の
読
み
書
き
を
琉
球
人
に
教
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
禅
僧

達
は
、
役
人
や
祝
女
と
は
異
な
り
、
辞
令
書
を
用
い
て
統
制
さ
れ
る

存
在
で
は
な
か
っ
た
。

琉
球
固
有
の
名
詞
や
単
語
を
用
い
る
の
は
仮
名
文
の
方
で
あ
り
、

漢
文
で
は
、
漢
語
を
選
び
直
し
て
用
い
て
い
る
。
辞
令
書
や
仮
名
碑

文
で
は
、
勅
命
や
み
せ
ぜ
る
な
ど
、
発
さ
れ
た
言
葉
を
、
よ
り
正
確

に
記
す
と
い
う
ス
タ
ン
ス
が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、
古

琉
球
期
に
は
仮
名
文
字
が
選
択
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

仮
名
碑
文
を
表
面
に
、
漢
碑
文
を
裏
面
に
配
置
す
る
碑
文
の
作
り
方

も
、
そ
れ
を
端
的
に
象
徴
し
て
い
る
。
自
ら
の
言
葉
で
あ
る
琉
球
語

（
首
里
方
言
）
を
用
い
て
行
政
機
構
を
統
御
し
て
い
く
た
め
、
琉
球

国
内
で
は
仮
名
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

古
琉
球
人
に
と
っ
て
の
中
山
王
は
、
政
治
・
宗
教
上
の
ト
ッ
プ
で

あ
っ
た
。
明
皇
帝
か
ら
の
冊
封
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
「
中
山
王
」

と
い
う
号
は
、
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
い
て
琉
球
の
位
置
づ
け
を
示
す

重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
対
外
的
な
要
素
で
あ
る
。
対
外

的
な
要
素
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
権
威
は
、
国
内
機
構
が
未
成
熟
で

あ
っ
た
時
期
に
は
重
視
さ
れ
た
。
し
か
し
、
中
央
集
権
的
国
家
体
制

が
形
成
さ
れ
る
に
伴
い
、
国
王
の
権
威
も
、
国
内
を
基
準
と
し
た
も

の
に
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
対
内
的
に
国
王
権
威
を

称
揚
す
る
要
素
と
し
て
、
国
王
顕
彰
碑
や
お
も
ろ
・
み
せ
ぜ
る
が
あ

り
、
こ
う
し
た
対
内
的
な
権
威
を
示
す
資
料
は
、
仮
名
を
用
い
て
作



史
観
第
一
七
七
冊

一
八

成
さ
れ
て
い
た
。

碑
文
を
作
成
す
る
の
は
中
国
的
な
文
化
で
あ
り
、
同
時
代
の
日
本

で
は
あ
ま
り
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
碑
文
を
作
成
す
る
の

に
用
い
る
仮
名
は
、
日
本
的
な
要
素
で
あ
る
。
琉
球
の
碑
文
は
「
す

ぐ
れ
て
境
界
的
な
存
在
」
で
あ
る
が
、
琉
球
人
が
日
中
の
要
素
を
取

り
込
ん
で
仮
名
碑
文
を
作
成
し
て
い
る
と
い
う
点
に
こ
そ
、
国
家
の

主
体
性
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
古
琉
球
人
が
仮
名
文

字
を
使
用
し
た
の
は
、
日
本
か
ら
の
影
響
と
い
う
側
面
に
は
留
ま
り

き
ら
な
い
、
主
体
的
な
選
択
に
よ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
仮
名
文
字
を
使
用
し
て
再
現
さ
れ
る
国
王
や
祝
女
の
言
葉
は
、

古
琉
球
の
政
治
・
宗
教
シ
ス
テ
ム
、
す
な
わ
ち
国
を
運
営
し
て
い
く

た
め
の
大
き
な
枠
組
み
と
密
接
に
関
わ
り
、
不
可
分
の
関
係
を
生
じ

て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

註（
1
）	

伊
波
普
猷
『
古
琉
球
』（
沖
縄
公
論
社
、
一
九
一
一
年
）
に
由
来
。

日
本
史
の
時
代
区
分
の
中
世
に
相
当
す
る
用
語
と
し
て
琉
球
史
研
究

で
使
用
さ
れ
る
。

（
2
）	

外
間
守
善
『
沖
縄
の
言
語
史
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
一

年
）、
東
恩
納
千
鶴
子
『
琉
球
に
お
け
る
仮
名
文
字
の
研
究
』（
球
陽

堂
書
房
、
一
九
七
三
年
）、
多
和
田
真
一
郎
「
碑
文
に
み
る
沖
縄
語
」

（『
琉
球
の
方
言
』
八
号
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
。
近
年
で
は
、
タ
ル

タ
リ
ー
ニ
・
シ
ル
ビ
ア
「
古
琉
球
に
お
け
る
文
字
の
導
入
・
使
用
に

つ
い
て
」（『
桜
美
林
論
集
』
三
六
号
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
。

（
3
）	

波
照
間
永
吉
編
『
琉
球
の
歴
史
と
文
化
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇

〇
七
年
）、
吉
成
直
樹
・
福
寛
美
『
琉
球
王
国
と
倭
寇
―
お
も
ろ
の

語
る
歴
史
―
』（
森
話
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
末
次
智
『
琉
球
の
王
権

と
神
話
―
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
研
究
―
』（
第
一
書
房
、
一
九
九
五

年
）
な
ど
。

（
4
）	

沖
縄
大
百
科
事
典
刊
行
事
務
局
編
『
沖
縄
大
百
科
事
典
』（
沖
縄
タ

イ
ム
ス
社
、
一
九
八
三
年
）「
お
も
ろ
語
」
の
項
。

（
5
）	

高
良
倉
吉
『
琉
球
王
国
の
構
造
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）。

（
6
）	

註
5
高
良
著
八
六
頁
。

（
7
）	

註
5
高
良
著
八
七
頁
。

（
8
）	

安
良
城
盛
昭
「
沖
縄
史
研
究
の
諸
問
題
（
そ
の
1
）」（
同
著
『
新
・

沖
縄
史
論
』
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
八
〇
年
）。

（
9
）	

塚
田
清
策
『
琉
球
国
碑
文
記
』（
啓
学
出
版
、
一
九
七
〇
年
）、
同

『
文
字
か
ら
見
た
沖
縄
文
化
の
史
的
研
究
』（
錦
正
社
、
一
九
六
八
年
）

（
10
）	

村
井
章
介
「
真
珠
湊
碑
文
に
古
琉
球
を
読
む
」（
同
『
境
界
史
の
構

想
』
敬
文
社
、
二
〇
一
四
年
）。
二
七
二
頁
。

（
11
）	

高
良
倉
吉
「
古
琉
球
碑
文
に
見
る
王
国
中
枢
の
防
衛
体
制
」（『
琉

球
ア
ジ
ア
文
化
論
集　

琉
球
大
学
法
文
学
部
紀
要
』
第
二
号
、
二
〇

一
六
年
）、
真
喜
志
瑶
子
「
中
世
沖
縄
の
王
府
儀
礼
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ

百
果
報
事
〉
の
意
義
」（『
沖
縄
文
化
研
究
』
第
三
四
号
、
二
〇
〇
八



古
琉
球
期
の
仮
名
碑
文
に
関
す
る
一
考
察

一
九

年
）、
後
田
多
敦
「
琉
球
国
の
最
高
女
神
官
・
聞
得
大
君
創
設
期
の

諸
相
」（『
沖
縄
文
化
研
究
』
第
四
〇
号
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
。

（
12
）	
拙
著
『
古
琉
球
期
首
里
王
府
の
研
究
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
一
四

年
）。

（
13
）	

註
10
村
井
著
二
五
七
頁
。

（
14
）	

塚
田
清
策
『
琉
球
国
碑
文
記
』
九
八
頁
。
以
下
、
引
用
資
料
内
の

ス
ラ
ッ
シ
ュ
は
改
行
を
意
味
す
る
。

（
15
）	

佐
伯
弘
次
「
大
内
氏
と
琉
球
」（
岩
崎
宏
之
〔
領
域
代
表
者
〕
編

『
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
重
点
領
域
研
究
「
沖
縄
の
歴
史
情
報

研
究
」
総
括
班
研
究
成
果
報
告
書　

平
成
六
年
度
～
平
成
九
年
度
』

文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
重
点
領
域
研
究
「
沖
縄
の
歴
史
情
報
研

究
」
事
務
局
、
一
九
九
八
年
）
五
一
六
頁
。

（
16
）	

「
大
内
氏
実
録
土
代　

十
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）。

（
17
）	

知
名
定
寛
「
古
琉
球
王
国
と
仏
教
―
尚
泰
久
・
尚
徳
・
尚
真
の
仏

教
政
策
を
中
心
に
―
」（『
南
島
史
学
』
五
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
）

（
18
）	

『
琉
球
国
碑
文
記
』
八
六
頁
。

（
19
）	

沖
縄
古
語
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
沖
縄
古
語
大
辞
典
』（
角
川
書

店
、
一
九
九
五
年
）「
か
な
し
」
の
項
参
照
。

（
20
）	

『
沖
縄
古
語
大
辞
典
』「
お
た
か
べ
」
の
項
参
照
。

（
21
）	

『
沖
縄
古
語
大
辞
典
』「
べ
」
の
項
参
照
。

（
22
）	

『
沖
縄
大
百
科
事
典
』「
ウ
ミ
ン
グ
ヮ
ビ
」
の
項
参
照
。

（
23
）	

企
画
部
市
史
編
集
室
編
『
那
覇
市
史
資
料
篇　

第
1
巻
3　

冊
封

使
録
関
係
資
料　

原
文
編
』（
那
覇
市
役
所
、
一
九
七
七
年
）
九
頁
。

（
24
）	

『
沖
縄
大
百
科
事
典
』「
童
名
」
の
項
参
照
。

（
25
）	

註
12
拙
著
。

（
26
）	

註
8
安
良
城
著
一
一
〇
頁
。

（
27
）	

『
琉
球
国
碑
文
記
』
七
八
頁
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
被
葬
者
は
、
尚

真
の
子
孫
と
な
る
第
二
尚
氏
の
王
族
達
で
あ
る
が
、
尚
清
が
廃
嫡
し

た
長
子
尚
維
衡
と
そ
の
母
の
一
族
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

（
28
）	

『
沖
縄
古
語
大
辞
典
』「
墨
」
の
項
参
照
。

（
29
）	

『
琉
球
国
碑
文
記
』
八
八
頁
。

（
30
）	

こ
の
「
ま
た
」
は
未
詳
語
で
あ
る
が
、
仲
原
善
忠
は
「
ま
て
」（
要

害
）
の
誤
り
で
あ
る
と
し
、
外
間
守
善
は
「
ま
た
」（
拠
り
所
）
と
す

る
。
真
珠
橋
を
重
要
地
点
と
見
な
す
文
意
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は

要
害
と
訳
し
た
。『
沖
縄
古
語
大
辞
典
』「
ま
た
」
の
項
参
照
。

（
31
）	

『
琉
球
国
碑
文
記
』
一
〇
二
頁
。

（
32
）	

『
琉
球
国
碑
文
記
』
一
〇
一
頁
。

（
33
）	

橋
本
雄
「
古
琉
球
『
辞
令
詔
書
（
辞
令
書
）』
全
文
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」（『
8
―
17
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
人
・
物
・

情
報
の
交
流
―
海
域
と
港
市
の
形
成
、
民
族
・
地
域
間
の
相
互
認
識

を
中
心
に
―
（
下
）　

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
、
二

〇
〇
四
年
）。
折
衷
型
お
よ
び
得
分
規
程
型
辞
令
書
一
八
号
。

（
34
）	
「
古
琉
球
『
辞
令
詔
書
（
辞
令
書
）』
全
文
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
折
衷
型
お
よ
び
得
分
規
程
型
辞
令
書
二
〇
号
。


